
令和７年９月１日 

ス ポ ー ツ 推 進 部 

ス ポ ー ツ 施 設 課 

 

世田谷区立地域体育館・地区体育室の指定管理者の指定 

 

１ 主旨 

世田谷区立地域体育館・地区体育室条例（以下、条例）第１０条第１項に基づき、世

田谷区立北烏山地区体育室の指定管理者の候補者の公募を実施し、令和８年４月から

の指定管理者候補者を選定した。 

当該指定管理者候補者を指定管理者として指定するための議案を令和７年区議会第

三回定例会に提出する。 

 

２ 施設名称及び指定管理者の候補者名等 

施設名称 所在地 
指定管理者候補者名 

及び所在地 

世田谷区立北烏山地区体育室 

世田谷区北烏山８

丁目１番６号先及

び北烏山２丁目３

番先  

株式会社 リバティヒル 

目黒区自由が丘三丁目１７

番１号 

 

３ 指定期間 

  ５年間（令和８年４月１日～令和１３年３月３１日） 

 

４ 選定方法等 

（１）選定方法 

   条例施行規則第１１条に基づき、世田谷区スポーツ・レクリエーション施設指定

管理者選定委員会（以下、選定委員会）を設置し、選定委員会において、次期期間の

運営方法は、指定管理者制度によるものとされた。また、選定にあたっては、条例

第１０条第１項の規定に基づき、指定管理者の候補者を公募により選定することを

決定し、その後、選定基準を定めた。 

   令和７年５月１２日から２１日の期間に公募要項を配布し、５月２６日に現地に

て事業者向け説明会を実施、６月６日から１２日まで提案書の受付を行ったところ、

１社からの応募があった。 

   第一次審査である書類審査では、施設の管理運営方針・経営理念、企業コンプラ

イアンス体制、組織・管理体制、人員配置・雇用計画、研修・育成計画、事業計画、

安全管理、平等利用、収支計画、新たな取組みの提案、自主事業の基本的な考え方・

事業計画、施設管理業務受託の実績と今後の展望等を審査し、第一次審査通過者と

した。 

   なお、第一次審査に先立って実施した財務審査については、公認会計士に評価を

依頼した。 

   次に、第二次審査であるヒアリング審査を実施し、提案書に沿ったプレゼンテー

ション及び選定委員による質疑を行った。 

第一次審査、財務審査、第二次審査の結果を総合的に判断し、指定管理者の候補者

を選定した。 

 

1 



（２）選定委員会の構成 

氏  名 役 職 ・ 所 属 等 

○上岡  洋晴 東京農業大学 地域環境科学部教授 

櫻田 淳也 東京女子体育大学 体育学部教授 

後藤 貴浩 国士舘大学 文学部教授 

原  怜来 日本大学 スポーツ科学部准教授 

奥島 萬里子 
総合型地域スポーツ・文化クラブ「ようがコミュニティ

クラブ」副会長兼クラブマネージャー 

伊藤 祐二 生活文化政策部市民活動推進課長 

荒木 義昭 
烏山総合支所地域振興課長 

※令和７年３月３１日まで大谷 昇（烏山総合支所地域振興課長）  

○は委員長 

 

（３）選定委員会開催状況（議事要旨は参考資料１～４のとおり） 

  ①第１回選定委員会 令和７年３月１７日 

   【審議事項】 

    ア）現指定管理者に対する評価について 

    イ）次期指定管理期間の指定管理者の選定方法について 

  ②第２回選定委員会 令和７年５月２日 

   【審議事項】 

    ア）審査方法について 

    イ）審査基準・採点表について 

  ③第３回選定委員会 令和７年６月２７日 

   【審議事項】 

    ア）財務審査結果について 

    イ）第一次審査 

    ウ）第一次審査結果について 

  ④第４回選定委員会 令和７年７月２日 

   【審議事項】 

    ア）第二次審査 

    イ）審査結果の確定について 

 

５ 選定結果 

  別紙「選定結果表」のとおり。 

 

６ 選定理由 

  株式会社リバティヒルは、選定委員会において、施設の組織・管理体制について適

切な管理運営が期待されるとして高く評価されるとともに、身近なスポーツの場とし

て、誰でも気軽に利用できる施設の特性を活かした運営を基本とし、子どもから高齢

者まで幅広い対象に向けた自主事業の計画等、具体的で実現性の高い提案がされてお

り、本施設の設置目的に適う施設運営が期待できると評価された。これらの評価に基

づく審議の結果、指定管理者の候補者として選定されたものである。 

なお、選定にあたっては、選定委員会より、事業者に対してあらためて刷新の意識を

もって次期指定管理期間に臨み、適切かつ確実な管理運営に努めるよう求めることが

意見として付されるとともに、区に対し、次期選定の際には公募期間の延長等を含む
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より多くの応募につながる工夫に取り組むよう提言がなされた。区はこれらの意見及

び提言を踏まえ、事業者の適正な指導監督に努めるとともに、募集方法の一層の工夫

に取り組むものとする。 

 

７ 今後の予定 

令和７年９月    区民生活常任委員会報告（選定結果の報告） 

    区議会第三回定例会（指定管理者の指定の提案） 

 令和８年４月    次期指定管理者による管理運営開始 
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別紙 

選定結果表 

 

 

１ 申請団体 

団体・代表者 所在地 

株式会社 リバティヒル 

代表取締役 栗山 雅則 
目黒区自由が丘三丁目１７番１号 

 

２ 指定管理者の候補者名 

  株式会社 リバティヒル 

 

３ 指定期間 

  ５年間（令和８年４月１日～令和１３年３月３１日） 

 

４ 評価結果 

（１）財務審査 

評価結果 評価 C（経営に若干の課題があると考えられる） 

※評価結果の理由：流動比率は１０５０．７％、当座比率は１５０．８％と良好な
水準にある。一方、直近期における自己資本比率はマイナス（△４９．８％）債
務超過であり、その影響が各種指標に及んでおり、総合的には、経営に若干の課
題があると考えられる。 

※公認会計士による４段階評価、評価 A：良好な経営と考えられる、評価 B：おお
むね良好な経営と考えられる、評価 C：経営に若干の課題があると考えられる、
評価 D：経営に課題となる指標が多数あり、経営に問題があるとし、評価 Dの場
合は不合格とし、次の審査を実施しない。 

 

（２）第一次審査（書類審査） 

評価項目 配点 
株式会社 

リバティヒル 

施設の管理運営方針・経営理念  126 102  

企業コンプライアンス体制   70 37   

組織・管理体制  84 70   

人員配置・雇用計画   70 56 

研修・育成計画   49 34  

事業計画  182 139   

安全管理  140 107   

平等利用   84 68 

収支計画  77 54  

新たな取組みの提案 112 86   

自主事業／基本的な考え方・事業計画  140 106   

施設管理業務受託の実績と今後の展望等   84 52   

合計点 1,218 911 
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（３）第二次審査（プレゼンテーション及びヒアリング審査） 

評価項目 配点 
株式会社 

リバティヒル 

施設の管理運営方針・経営理念 72 51 

企業コンプライアンス体制 42 30 

組織・管理体制 48 42 

人員配置・雇用計画 42 32 

研修・育成計画 24 21 

事業計画 114 82 

安全管理 66 58 

平等利用 48 38 

収支計画 42 28 

新たな取組みの提案 54 43 

自主事業／基本的な考え方・事業計画 66 51 

施設管理業務受託の実績と今後の展望等 36 24 

合計点 654 500 

 

（４）総合評価 

審査項目 配点 
株式会社 

リバティヒル 

第一次審査 1,218 911 

第二次審査   654 500  

総合点 1,872 
1,411 

（75％） 

総合評価 第１位 

（合格基準：配点総合点の 70％ 1,310点以上） 
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＜参考資料１＞ 

会議録要旨 

 

会議名 
第１回世田谷区スポーツ・レクリエーション施設指定管理者選定委員会（北烏山地区体育

室） 

担当部署 スポーツ推進部スポーツ施設課 

開催日時 令和７年３月１７日（月）１９時から２０時３０分まで 

開催場所 ２・５・２会議室 

出席者 上岡委員長、櫻田委員、後藤委員、原委員、奥島委員、伊藤委員、大谷委員 

会議次第 

１. 開会 

２. 委員の委嘱・紹介 

３. 委員長の選任 

４. 本日の進め方 

５. 指定管理者制度の概要について 

６. 北烏山地区体育室概要の説明 

７. 議事 

（１） 現事業者の評価について 

（２） 次期期間の施設の運営方法について 

（３） 次期期間の事業者の選定方法について 

主な意見 

＜現指定管理者の指定管理期間を通した評価＞ 

【委員からの質疑・意見】 

・自主事業の取り組みが地域の活性化に貢献していることは評価に値する。一方、子

ども向けの事業のみならず、高齢者向けの事業の実施など、多様性に配慮した事業

展開が求められるのではないか。 

・事業者の自主事業の収益が僅少であり、採算が十分にとれているか疑問である。今

回の選定にあたっては、事業者の自主事業の収支状況を確認のうえ、必要に応じて

施設の区民の一般利用枠と自主事業の実施枠のバランスが適正なものとなるよう見

直しを検討するべきである。 

【審議結果】 

・事務局があらかじめ整理した評価項目に、席上で指摘された委員意見等を加え、委

員会としての評価とする。 

 

＜次期期間についての管理運営のあり方＞ 

【委員の主な意見】 

・指定管理者制度による施設の運営管理上のメリットが発揮されている。指定管理者

制度を継続し、民間事業者によるさらなる創意工夫に期待したい。 

【審議結果】 

・委員会として指定管理者制度による管理運営が望ましいとの意見で一致した。 

 

＜事業者選定の方法＞ 

【委員の主な意見】 

・ガイドラインに定める公募としない場合における「特別の事情」に該当する要素は

なく、公平性の観点からも公募が良いと考えられる。 

・公募を通じて、競争原理が働くことでより質の高い提案がなされることを期待した

い。 

【審議結果】 

・委員会として公募により実施することが望ましいとの意見で一致した。 

その他 ・今後の選定委員会のスケジュールの確認 
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＜参考資料２＞ 

会議録要旨 

 

会議名 
第２回世田谷区スポーツ・レクリエーション施設指定管理者選定委員会（北烏山地区体育

室） 

担当部署 スポーツ推進部スポーツ施設課 

開催日時 令和７年５月２日（金）１８時３０分から２０時３０分まで 

開催場所 北烏山東敬老会館 

出席者 上岡委員長、櫻田委員、後藤委員、原委員、伊藤委員、荒木委員、（奥島委員欠席） 

会議次第 

１．開会 

２．施設見学 

３．議事 

（１）公募の概要・スケジュール 

（２）審査方法について 

（３）審査基準・採点表について 

（４）その他 

主な意見 

＜施設見学＞ 

 選定委員による館内の見学を実施し、随時質疑応答を行った。 

【委員からの質疑・意見】 

・第２運動広場で団体利用者による事故や怪我が発生した場合、どのように対応するの

か。 

⇒基本的には利用者自身での対応となる。利用団体にはあらかじめ緊急連絡先を知ら

せており、ＡＥＤや救急箱等を常備している。（現指定管理者回答） 

・運動広場でボールの飛び出し等は発生しているのか。 

 ⇒フェンスが低いため、完全にボールの飛び出しを防ぐことは難しい。（現指定管理者

回答） 

奥２面について、今年度区の予算にて飛び出し防止対策の防球ネットを設置予定。

（事務局回答） 

 

＜公募の概要・スケジュール＞ 

 事務局より公募の概要・スケジュールについて説明。 

【委員からの質疑・意見】 

・個人利用、団体利用の区分や時間帯はどのように決められているのか。 

 ⇒世田谷区立地域体育館・地区体育室条例で定められている。（事務局回答） 

・現指定管理者の指定管理料の収支状況を確認したうえで、事業者から提案される収支

計画を評価できるようにするべきである。 

・自主事業について、スポーツ活動へのきっかけづくりとして、スポーツになじみのな

い人、関心が低い層へのアプローチとなるような取組みを提案してもらえるよう、公

募要項に工夫が必要ではないか。 

 

【審議結果】 

・事務局の公募要項案に委員からの意見等を加えて修正し、公募要項として確定する。 

 

＜審査方法・審査基準・採点表について＞ 

 事務局より審査方法について説明。 
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主な意見 

【委員の主な意見】 

・安全管理の項目について、前回の選定時は新型コロナウイルス感染症への対策もふま

えた配点となっていたが、感染症への対応状況が落ち着いているため、配点に反映さ

せてはどうか。 

・第２運動広場の利用拡大に向けた取り組み・対策について、審査項目に反映してはど

うか。 

・自主事業について今回の公募要項で新たな内容を盛り込むこととなったため、配点に反

映させてはどうか。 

【審議結果】 

・事務局から提示した審査基準・配点に、席上で指摘された意見等を加えて、審査基準・

配点とする。 

その他 
・今年度の年度評価の実施予定時期及び今後のスケジュールについて、事務局より説明し

た。 
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＜参考資料３＞ 

会議録要旨 

 

会議名 第３回世田谷区スポーツ・レクリエーション施設指定管理者選定委員会 

担当部署 スポーツ推進部スポーツ施設課 

開催日時 令和７年６月２７日（金）１８時３０分開始 

開催場所 うめとぴあ研修室Ｂ 

出席者 上岡委員、櫻田委員、後藤委員、原委員、伊藤委員、荒木委員、（奥島委員欠席） 

会議次第 

１．開会 

２．議事 

 （１）公募状況について 

（２）現事業者の令和 6年度評価について 

 （３）財務審査結果について 

 （４）第一次審査について 

 （５）第一次審査結果について 

 （６）第二次審査のヒアリングについて 

３．その他 

４．閉会 

主な意見 

＜公募状況について＞ 

・事務局より、公募説明会、公募質問受付け・回答内容について報告。また、公募申請の

受付の結果、１団体から応募があったことを報告。 

・事務局より、応募団体が 1社のため、前回選定時に合格団体が獲得した得点率を合格基

準とすることを提案。 

【委員から意見・質疑】 

・応募団体が合格基準を下回った場合はどのように扱うか。 

 ⇒再公募の実施や、新たな事業者の決定まで現指定管理者へ暫定的に業務委託すること

などが考えられる。（事務局回答） 

【審議結果】 

・事務局提案を了承する。 

 

＜令和６年度の指定管理者の評価について＞ 

・令和６年度事業報告書、指定管理者による自己評価及び所管課評価について事務局より

説明。 

【審議結果】 

・第１回で決定した現在の指定管理期間を通した評価に令和６年度の評価を加えて、委員

会としての評価とする。 

 

＜財務審査結果について＞ 

・事務局より、公認会計士による財務審査結果を報告 

【委員から意見・質疑】 

・あらかじめ定めた合格基準を満たすため、応募団体を合格とする。 

なお、二次審査において、財務審査で課題とされた事項について、事業の継続性の視点

から状況等を聴取することとする。 

 

＜第一次審査について＞ 

・事務局より、欠席委員から事前に採点表の提出があったため、欠席委員の採点結果も第

1次審査に含めることを報告。 
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・第２回選定委員会における指摘点（配点・審査の視点）を加えた採点表にもとづき、全

委員に採点していただいた結果を集計し、集計結果を報告。 

【審議結果】 

・応募団体について第二次審査を実施することとする。 

・なお、一次審査における評価項目のうち、提案書に未記載の項目については、二次審査

のヒアリングで聞き取りを行い、そのうえで改めて評価を行うものとする。 

 

＜その他意見＞ 

【委員から意見・質疑】 

・応募団体は障がい者雇用について法定雇用率の適用外か。 

 ⇒応募書類を確認したうえで、第４回選定委員会で事務局より報告する。 

・提案書の収支計画書の中で提案された指定管理料（本部（本社）経費）が妥当であるか

を判断するための材料が必要である。 

 ⇒事務局は、前回選定時の応募団体資料等を参考にするなど、判断材料となり得るもの

を用意し、第４回選定委員会で報告する。 

その他 ・次回の開催日程及び開催内容の確認 
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＜参考資料４＞ 

会議録要旨 

 

会議名 第４回世田谷区スポーツ・レクリエーション施設指定管理者選定委員会 

担当部署 スポーツ推進部スポーツ施設課 

開催日時 令和７年７月２日（水）１８時３０分開始 

開催場所 うめとぴあ研修室Ａ 

出席者 上岡委員、櫻田委員、後藤委員、奥島委員、伊藤委員、荒木委員、（原委員欠席） 

会議次第 

１．開会 

２．報告事項 

 （１）前回委員会での意見への回答 

３．議事 

 （１）第一次審査の結果について 

 （２）第二次審査 

 （３）指定管理者候補者の決定 

４．その他 

５．閉会 

主な意見 

＜前回委員会での意見への回答＞ 

・事務局より、前回選定委員会で質疑のあった以下２点について報告した。 

・応募団体について、障害者雇用促進法が定める法定雇用率の適用を受ける事業者であり、

また、法定雇用率の人数を満たしている。 

・提案書の収支計画について、過去の応募団体と比較し概ね同じ水準である。 

【委員からの意見】 

・区は、当該事業者と契約締結を行うに至った際には、適切なコスト管理および削減の観

点から、提案書に記載された新規事業の内容について十分に協議・精査に努めることを委

員意見として付された。 

 

＜第一次審査の結果について＞ 

・事務局より、前回選定委員会で実施した第一次審査の結果について、再度確認した。 

・提案書に未記載の評価項目について、事務局より事業者から聞き取った内容を補足情報

として報告した。 

 

＜第二次審査＞ 

・第一次審査通過者によるプレゼンテーション及び委員によるヒアリングを実施した。 

【委員から意見・質疑】 

・利用者ニーズを把握するためのアンケートの活用について 

・第２運動広場での事故や怪我の防止の安全対策について 

・事故発生時の補償体制について 

・経費削減に向けた取組みについて 

・ＤＸを活用した取組みの費用対効果について 

・利用者増への取組みについて 

・人員配置と人件費の適正性について 

・情報管理体制強化に向けた認証資格取得について 

・苦情対応について 

・従業員研修の実務への反映について 
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・自主事業での第２運動広場の活用について 

・新たな取組みの eスポーツ体験の内容について 

・財務状況を踏まえた今後の改善方針について 

・財務状況を踏まえた安定的な施設運営に向けた見通しについて 

・運動に馴染みがない人、高齢者等に向けた事業展開について 

 

＜指定管理者候補者の決定＞ 

【審議結果】 

・審議に先立ち、各委員の採点の集計の結果、審査基準を上回る得点となっていることを

確認した。 

・審議では、第３回選定委員会において、１社のみの選考であることを鑑み、合格基準とし

て前回選定時の合格得点率を用いることを申し合わせていたものの、審査基準を上回る

得点を得ていることや、ヒアリング内容を踏まえた総合的な評価の結果を踏まえると、結

果刷新の意識をもって次期指定管理期間に臨み、適切かつ確実な管理運営に努めること

を意見として付すことを条件に、当該団体を合格とすることが適当であるなどの意見が

出された。 

・これらの議論の結果、全会一致により、当該団体を審査基準に基づく指定管理者の候補

者とすることを決定した。 

 

＜その他＞ 

指定管理者制度をより適切に運営するために、区が次回選定及び契約締結に向けて取り組

むべき事項として、委員より次の提言がなされた。 

・より多くの応募団体の参画を促す観点から、公募期間の延長等を含む募集方法の工夫を

検討すること。 

・提案金額の妥当性については、契約締結前に団体と十分に協議を行い、本社管理費や人

件費の計上等について、より適切な整理がなされるよう確認を徹底すること。 

その他 
・事務局より、今後指定管理者として決定するまでの流れについて説明した。 
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目次 
 

１．基本方針 

 （１）施設の管理運営の理念・方針 

２．管理運営について 

 （１）企業コンプライアンス体制 

 （２）組織・管理体制 

 （３）人員配置・雇用計画 

 （４）研修・育成計画 

３．事業内容 

 （１）事業計画 

 （２）安全管理 

 （３）平等利用 

 （４）収支計画 

 （５）新たな取り組みの提案 

４．自主事業 

 （１）基本的な考え方・事業計画 

５．業務実績 

（１）施設管理業務受託の実績と今後の展望 

 

 

 

 

P．２ 

 

P．５ 

P．６ 

P．１０ 

P．１１ 

 

P．１３ 

P．１７ 

P．２１ 

P．２２ 

P．２４ 

 

P．２５ 

 

P．２８ 

 

株式会社リバティヒル 
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提 案 書 

１．基本方針 

（１）施設の管理運営の理念・方針 

 

 

 

 

 

 

■基本理念 

世田谷区スポーツ推進計画の基本理念である

『スポーツで  元気あふれる 世田谷 

～「いつでも」「どこでも」「だれでも」「いつま

でも」～』を念頭に置き、また、世田谷区スポー

ツ環境の整備の考え方において、スポーツ施設の

体系化が示されております。北烏山地区体育室は、

身近なスポーツ活動・運動の場としての地区施設

に位置付けられ、「最も身近な、日常的にスポーツをする施設」であることを踏まえた上で、北烏

山地区体育室が、その役割と機能を発揮することで、他スポーツ施設とのすみ分けとなり、より明

確な区民のニーズに応えられる唯一無二の施設としてスポーツ推進施策の推進を行っていきたい

と考えております。 

 

■基本方針 

私たちは管理における基本的な考え方をもとに下記の方針を定めます。  

この「ビジョン」・「ミッション」・「目標」は私たちの施設管理運営における、全ての基本になり

ます。スポーツ推進事業、自主事業、施設の維持管理まで、この方針を元に指定管理業務の遂行に

あたります。 

 

 

 

■行政代理執行者 
 指定管理者として行政の代理執行者であること

を理解、認識した上で、「経費縮減」と「利用者サ

ービス向上」を目的として、北烏山地区体育室の管

理運営を行います。 

 

また、管理運営するにあたり、利用者の皆さまに

「安全・安心・公正・公平・平等」な施設として業

務を遂行いたします。さらに、施設の『公共性の担

保』について区民の皆さまに対し広く理解を求めながらスポーツ活動を通じて QOL（生活の質）

と Well-being（心身の健康）の向上をしていく場であることが「公共の財産としての世田谷区立

北烏山地区体育室の運営の役割」であるため、その基本的役割を果たすための公共性の担保と同

時に当団体が提供するホスピタリティサービスをバランス良く施設の管理運営で実施することが

利用者及び地域社会に貢献できると考えております。 

 
 

「スポーツで元気あふれる世田谷」を推進するための施設の特性を活かす 

 
世田谷区スポーツ推進計画 基本理念 

 
 

スポーツで 元気あふれる 世田谷 
 

～「いつでも」「どこでも」「だれでも」「いつまでも」～ 

 

スポーツは文化であり、区民

とともにその文化を成熟さ

せ、区民が主役となる 

「生涯スポーツ社会の実現」 

を目指す 

ビジョン 
 

「公共性の担保」と「ホスピタ

リティ」のバランスを持ち、

区民にとっての VFM(Value 

For Money)の高い施設を目

指す 

ミッション 
 

・地区体育室延べ利用者数  

 

⇒ 185,000 人 

(令和 8 年度～令和 13 年度) 

目 標 

● 世田谷区スポーツ推進計画をふまえた施設の管理運営方針 

● 公共施設の管理・運営者としての心構え 

指定管理者として、 

「安全・安心・公正・公平・平等」

に業務を遂行し、世田谷区のスポー

ツ推進が図れるよう努める。 
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２．管理運営体制 

（１）企業コンプライアンス体制 

 

 

 

 

 

 

■個人情報保護の考え方 
運営するにあたり、右記の想定される利用者の個

人情報の取り扱いについて情報管理規定の作成、

プライバシーポリシーの作成、情報システムのア

クセス制限、情報管理組織体制の構築、情報管理

の教育により、各種情報の漏洩防止管理及び不当な

目的に使用できないようにいたします。 

 

 

 

 

 

■情報管理規定とプライバシーポリシー（個人情報保護方針）の作成について 
本規程は、情報取扱いに関する体制・基本ルール

を策定し、保有する情報の漏洩を防ぎ、情報管理に

関する社会的責任を果たすことを目的とします。本

規程の対象となる情報は、指定管理者で保管する全

ての情報（電子データ、印字データ）とし、「個人情

報保護法」及び「世田谷区個人情報保護条例」に基

づき、個人情報の保護を徹底するため、プライバシ

ーポリシーを作成し、職員への遵守を徹底します。 

また、北烏山地区体育室ホームページは SSL 暗

号化及びプライバシーポリシーを掲載しております。 

 

■情報セキュリティ５箇条 
情報セキュリティについては、独立行政法人情報

処理推進機構（ IPA）セキュリティセンターが提供し

ているセキュリティアクションである「情報セキュ

リティ 5 か条」を基本的な情報セキュリティの対策

として個人情報を取り扱います。 

（１）OS やソフトウェアは常に最新の状態にしよう！  

（２）ウイルス対策ソフトを導入しよう！ 

（３）パスワードを強化しよう！ 

（４）共有設定を見直そう！ 

（５）脅威や攻撃の手口を知ろう！ 

 

 

 

■情報システムのアクセス制限について 
守秘義務に関わる情報のうち、電子データについ

てはパスワード設定及びアカウント制限を行いま

す。また、紙面化されたものは保管庫に管理し、徹

底した鍵（施錠）による管理を行います。  

 

 
 
 
 
 

個人情報保護の取り扱い想定  

①個人・団体の使用申請書及び使用簿の利用者情報  

②団体登録申請書の利用者情報  

③公共施設予約システムの利用者情報  

④教室等の参加者名簿  

⑤電子データ化した個人情報  

⑥区民の氏名,電話番号,メールアドレス,年齢等  

区民個人の財産である個人情報の保護を徹底する 

● 個人情報の漏洩防止策や適正な情報管理体制 

＜具体的管理方法及び制限＞ 

区分          内  容  

パソコン  

ネット 

メール 

文書管理 

（引用：情報処理推進機構（IPA） 情報セキュリティ 5 か条） 

①個人情報保護方針  

②個人情報の利用目的について 

③個人情報の外部委託先への開示について 

④個人情報の第三者提供について 

⑤開示等の求めに応じる手続き等 

プライバシーポリシーの作成 
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■ゴミの減量化（3R 活動の推進） 
資源の有効利用と廃棄物の排出抑制を図るた

め、３R 活動（リサイクル・リユース・リデュ

ース）を実行します。 

北烏山地区体育室で排出される一般事業系の

廃棄物（ゴミ）は、利用者由来によるものは「持

ち帰り」をお願いしております。施設側で排出

される一般媒介ゴミは、施設管理責任者により

巡回時（月 3～４回以上）に回収し、当社が運

営しているスポーツクラブの産業廃棄物業者及

びリサイクル回収業者へ引き渡していきます。

特に秋口の落ち葉などについては、頻繁に回収

し、一部は腐葉土としてリサイクルしております。 
 
 

 

■施設の点検方法、機能保全策、危険防止、修繕について 

１．点検及び保守 
①点検及び保守を行う場合、事 

前に施設管理担当から劣化及

び故障状況を聴取し、点検の

参考とする。 

②点検は点検個所になるべく近

い位置から原則として目視及

び指触等により行います。 

③劣化を発見した場合は、同様

な劣化の発生が予想されるの

で、注意して点検を行います。 
  
２．点検及び保守に伴う注意事項 

①浮き、ひび割れ等を発見し、落

下、転倒等のおそれのあるものについては、直ちに立入禁止等の応急措置を講じ施設管理担当

者に報告します。 

②劣化により危険が予想される場合、使用上及び安全上支障のない程度に、簡易な方法により応

急的な措置を講じます。 

３．修繕調査・診断・判定 
対象とする部位・部材等に関する設計図書・保全記録及びこれらに関連する資料の調査並びに劣

化現象、劣化程度・範囲等の調査(劣化現象に応じて目視、指触、簡易な器具又は専用の測定器具等

を用いて行う)を行い、これらの調査結果に基づきその原因、要因を正確に把握し、劣化現象に至っ

たメカニズムを解明したうえで、修繕の要否の判定を行うとともに、工法等を検討します。 

 

■清掃、その他の維持管理業務についての内容と水準、確認方法について 

世田谷区立体育施設の設置の目的及び施

設の機能を充分理解の上、創意工夫を加え、

より良いスポーツ環境を整え、維持管理する

ことに努めます。建物管理にあたっては、 

１．区民及び利用者の生涯スポーツの振興と健

康の増進を図るための施設として、区民ひ

とり一人が気軽にスポーツに親しめる場

を提供できるよう、快適な環境の確保に努

めます。 

２．施設は利用者の共有財産であることを認識し、より徹底した維持コストの低減を図ります。 

３．施設内の清掃・整備により清潔な環境を保持することは、公共財産の保全及び利用者の快適性、

安全確保等に寄与し、運営においても重要であることを認識しつつ業務に従事します。  
 

項目 対象 内容 頻度 

建築物法定点検 体育室 
建築基準法第 12 条 

第 2 項に準じる 
3 年に 1 回 

建築設備法定点検 体育室 
建築基準法第 12 条 

第 4 項に準じる 
年 1 回 

自動火災報知機及び 

消火器具検査 
体育室 

機器点検(消防法に準じる) 年 1 回 

総合点検(消防法に準じる) 年 1 回 

仮設トイレし尿処理 第 2 広場 廃棄物処理法に準じる 年 35 回以上 

手洗いユニット排水処理 第 2 広場 廃棄物処理法に準じる 年 35 回以上 

手洗いユニット給水 第 2 広場 利用者用手洗い 年 35 回以上 

高架下占用点検 
広場 高架下点検要領に準じる 月 1 回 

第 2 広場 高架下点検要領に準じる 月 1 回 

項目 対象 内容 頻度 

日常管理 体育室 清掃面積等調書に準じる 毎日 

定期清掃 体育室 清掃面積等調書に準じる 年 2 回 

植栽管理 
体育室 

広場 
清掃面積等調書に準じる 年１回 

不陸整備 
広場 

第 2 広場 
日常整備における砂の充填 適時 

・使い捨て用品の使用を抑え、繰り返

し使用できるものや再生品を利用

します。 

・事務所内で使用する書類について

は裏面を再利用します。 

・備品の購入の際には、環境負荷を抑えた

商品のグリーン購入を推進します。 

・電子データ化、メールの活用を推進し、

紙使用量の削減を図ります。 

・ゴミの分別が容易にできるように、

ゴミ箱には種別ごとのカラーリン

グや品目表示をいたします。 

・紙資源を明確に分別して、ゴミの削

減とリサイクル化に努めます。 

● メンテナンスや修繕計画の取り組み 
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■消火器／AED 設置場所 

 

●体育室内                  ●第 2 運動広場内 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基本的な考え方 
事故とは、施設内における盗難、火災、利用者の負傷や死亡などを総称したものであり、施設利

用時に発生した利用者の負傷、疾病、傷害、死亡のことであります。これらの事故が起きてしまっ

たの場合、利用者の生活や人生を阻害することにもなり、施設運営を混乱されることでもありま

す。 

指定管理者は、利用者の生命尊重を第一として、一人一人の危機回避能力や事故への対応能力を

従業員が一体となり解決するためにも、施設においては、安全への万全の配慮や安全点検などを計

画的・組織的に進めることが肝要であります。マニュアルを十分に活用し、従業員が利用者の安全

管理に配慮しながら、事故発生時には万全の体制で取り組んでまいります。 

 

■具体的な取り組み 
● 事故・災害について 

起こり得る様々な事態（事故・災害・事件）を想定して、『緊急対応マニュアル』を作成してお

ります。発見から連絡や行動、救急処置、そして各機関への報告についても、その手順をマニュア

ル化しております。 

● 危機対応マニュアル 

緊急時に備えたマニュアルの理解、さらには実務として現場で実践しているノウハウを生かし、

緊急時の対応をしてまいります。 

 

■警備について 
北烏山地区体育室は日中においては職員が常駐しており、区民・利用者の安全確保を前述の対応

マニュアルにおいて、事故や犯罪発生時の対応を標準化しております。閉館後から翌開館までは施

錠後に機械警備を作動させ、専門の警備会社へ委託することにより夜間の警備を保つようにいたし

ます。機械警備の時間帯に施設に有事があった際は、警備会社の営業所（北烏山 1 丁目）から警備

員が駆け付ける体制を整えております。 

 

■暴力団排除について  

『世田谷区暴力団排除活動推進条例』により、指定管理者として、

区民や従業員の安全を守る。さらには企業が社会的な責任を全うす

るためにも条令の遵守は必須であります。そこで、私たちは「不当

要求防止責任者」（統括責任者）を配置し、万全なる警備を図って

いく所存です。利用者が施設を安心・安全に利用できるように、ひ

いては区民の安全で平穏な生活の確保及び事業活動の健全な発展

に寄与していく所存です。 
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4．業務実績調査 

（１）施設の管理業務受託の実績と今後の展望 
 
 
 
■自治体等の施設管理業務受託実績 

北烏山地区体育室  北烏山地区体育室第 2 運動広場  

施設内容 体育室・屋外運動広場 屋外運動広場 

業務内容 
一般利用貸出（団体・個人） 

自主事業（教室 スポーツまつり） 
一般利用貸出（団体・個人） 

運営期間 平成 18 年 4 月～令和 7 年 3 月 平成 26年 4月～令和 7年 3月 

直近実績 30,860 人／年 5,556 人／年 
 
■民間等の施設管理業務実績 

会員制スポーツクラブ（自社運営） 

施設内容 
トレーニングジム、スタジオ 2 ヶ所、プール、ハードテニスコート 2 面、 
スパ、レストラン 

  

業務内容 会員制スポーツクラブ 

所在地 東京都目黒区八雲 3-26-6 

運営期間 平成 12 年 7 月～ 

直近実績 約 142,000 人／年 
 
■これまでの公共施設管理業務（委託含む）実績 

目黒区立八雲体育館  目黒区立宮前庭球場 
 

体育室、トレーニング室 砂入り人工芝庭球場 2 面 

豊島区立総合体育場  豊島区立西巣鴨体育場 
 

屋外人工芝野球場 2 面、砂入り人工
芝、庭球場 4 面、体育室、弓射場 

砂入り人工芝庭球場 2 面、 
アーチェリー場 多目的広場 

豊島区立荒川野球場  豊島区立三芳グランド  

屋外天然芝野球場 2 面 
野球場 2 面、運動場 1 面、 
砂入人工芝庭球場 6 面 

町田市立総合体育館  
町田市立成瀬ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰﾃﾆｽｺｰﾄ・ 

三輪みどり山球場  

メインアリーナ、サブアリーナ、小体育
室、第 1・2 武道場トレーニング室、和
洋弓場 

全天候型庭球場 9 面、砂入り人工芝庭
球場、5 面野球場 1 面 

世田谷区立北烏山地区体育室  北烏山地区体育室第 2 運動広場 
 

体育室・屋外運動広場 屋外運動広場 

東京都立有明テニスの森公園 
 

有明コロシアム、ショーコート、インド
アテニスコート、屋外テニスコート 

 
■今後の展望 

当社は、自社運営する地域に根付いたスポーツクラブ施設の運営が２５年目、グループ系列のテ
ニススクール運営会社が４３年目をそれぞれ迎え、経営力･人材･管理能力･サービスプログラムや
クレーム処理にいたる細部にわたり、その習熟を得てきたと実感しております。 
このたび、「世田谷区立北烏山地区体育室」の指定管理者として５期目を継続応募するにあたり、

更なる地域住民の声を生かすサービス体制や区民にとって QOL（クオリティ・オブ・ライフ）を
より充実したものに新たに段階的に引き上げていくサービスや事業を提供することで施設の利用
価値を高め、利用者数を上げていくことは我々にとっての理念を実践するものであります。 
『スポーツで  元気あふれる  世田谷～｢いつでも｣｢どこでも｣｢だれでも｣｢いつまでも｣～』

という理念を体現した、人との交流、ふれあいを通したホスピタリティサービスの提供だけでな
く、今後は DX、ICT といったサービスを積極的に提供することで、区民の皆さまにとって、実際
にスポーツをどのように楽しみ、ウェルビーイングに役立つプログラムは何か？を常に運営の基
本骨子としていること、また、これまでの経験におごらず、さらに発展させて、より充実した管理
運営を目指していくことが今回応募する動機となっており、具体的な事業の成功例及び失敗によ
る多くの対処事例を持っている経験を生かしてまいります。  

● 施設管理業務受託過去５年間の実績 
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